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序

小杉町は富山県のほIF中 央にあって、南部には標高117mの高津

峰山を主峰とするなだらかな丘陵地帯が北に向かって 8km程続 き、

北部には広大な田園地帯が開ける緑豊かな町であります。

この射水丘陵では過去二十数年余 りの発掘調査から、越中におけ

る古代手工業 (窯業・製鉄)生産の中心地であり、とりわけ製鉄業

に関しては、全国的にみても有数の生産地拠点であったことが解っ

てきております。

当地に古代の先進的な技術がいち早 く伝わり、地元の人々が従事

しながら習得 し発展させた、活気溢れる工人たちの姿や丘陵のいた

るところで煙の立ち上る様子が思い浮かびます。

このたびの調査は、昭和57年に計画策定されました県営畑地帯総

合土地改良事業に先立ち実施いたしました。

塚越貝坪遺跡の調査では、古墳時代や奈良～平安時代の食膳具な

どを大量に捨てたと考えられる土坑や掘立柱建物跡の柱穴と考えら

れる遺構などが見つかっています。また、畑総No.15遺跡の調査では、

これまでの立地とは異なった平野の水田に隣接する丘陵端部の平坦

地で、製鉄に用いる木炭を焼いていた災焼窯の一部を確認すること

ができました。

こうした調査成果をまとめた本書が、今後の調査研究を進めるう

えでの参考になり、郷土の歴史を知るための手がかり及び文化財保

護の一助になれば幸いです。

終わりに、発掘調査から報告書刊行に至るまで、終始ご理解・ご

協力いただきました地元の皆様をはじめ、関係各位に深 く感謝を申

し上げます。

平成12年 3月

小杉町教育委員会

教育長 稲 葉 茂 樹



例   言

1.本書は、富山県射水郡小杉町塚越地内に所在する塚越貝坪遺跡、同町中老田新地内に所在する畑総陥15遺跡

の発掘調査概要である。

2.調査は、県営畑地帯総合整備事業呉羽射水山ろく地区にかかる同町の農道新設工事に先立ち、小杉町教育委

員会が富山県山田川水系ダム建設事務所の依頼を受けて実施した。調査費用の地元農家魚担分については、小

杉町教育委員会が国庫補助金・県費補助金の交付を受けた。

3.調査事務局は小杉町教育委員会生涯学習課に置き、文化財保護係長 古城久則が事務を担当し、生涯学習課

長 御後庄司が総括 し、調査は主任 原田義範、主事 稲垣尚美が担当した。

4.調査の期間と面積などは次のとおりである。

塚越貝坪遺跡 (北地区) 平成11(1999)年 5月 21日 ～同年 6月 24日 (延べ20日間)対 象面積 447ポ

塚越貝坪遺跡 (南地区) 平成11(1999)年 6月 25日 ～同年 8月 21日 (廷べ25日間)対 象面積 576ポ

畑総No15遺跡     平成11(1999)年 8月 25日 ～同年 9月 16日 (延べ15日 間)対象面積 230ポ

5.調査の実施にあたり、呉羽射水山ろく用水土地改良区、富山県教育委員会文化野課、富山県埋蔵文化財セン

ターから助言・指導を頂いた。また、報告書刊行に至るまで次の方々から教示を得た。記して深く謝意を表 し

たい。 (敬称略、五十音順)

池野正男 。上野 章・狩野 睦・久々忠義・酒井重洋・白石康夫・官田進一

6。 発掘調査及び遺物整理の従事者は次のとおりである。 (五十音順)

[発掘調査]石黒久仁子・北サIIキ ミ・黒田信子・酒井すず子・酒井義雄・砂原ヨキイ・中島清子・久野静枝

三上正夫・村田長三・安田久実代

[遺物整理]金瀬ますみ 。吉島正喜・開 一美・堀埜実津子・安田久実代・吉沢泰子

7.調査で得た図面・写真・遺物は小杉町教育委員会で保管し、出土遺物には遺跡名を次の略号で記入している。

塚越貝坪遺跡 (北地区):TGK一 N、 塚越貝坪遺跡 (南地区):TGK― S、 畑総KTo15遺跡 :H A T15

凡   例

1.本書の方位は真北、水平基準は海抜高である。

2.各遺跡の座標は下記のとお りである。

塚越貝坪遺跡 (北地区):XlY5=X78102.9219 Y-3878,1538

塚越貝坪遺跡 (南地区):X4Y5=X77824.5421 Y-4044.3571

畑総No15遺跡    :X10Y13=X77962.0000 Y-3735.0000

3.遺構の分類記号は次の呼称を踏襲 した。

SD:溝 、 SK:土 坑、 Si炭焼窯、 SX:不 詳遺構、 SP:柱 穴及び柱穴状 ピット

4.遺構図の縮尺はSDを 1/80、 SK・ SXは 1/40を基本にした。

5。 出土遺物実測図の縮尺は土器の 1/4を基本 とし、縮尺の異なる出土遺物についてはそれぞれのスケールと

ともにその縮尺を表記 した。また遺物図版の縮尺は 1/3を基本にし、異なる縮尺の場合には別に表記 した。

6.遺物実測図中の土器の表現は、須恵器と珠洲の断面を黒塗 りし他の土器は白ぬきとした。

7.土層図中の色調は、小山正忠・竹原秀雄編 1967『新版標準土色帖』日本色研事業株式会社の表記を用い、

土色の測定には土色計 (第一合成社製 SCR-1)を 使用 した。
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地形と周辺の這跡

小杉町は、富山県のほぼ中央に位置し、東に大門町や高岡市、北側で新湊市に、南側を婦中町や砺波市の一部

と接する南北12km、 東西 4 kmの町域となっている。南部の丘陵地が約 4割、北部に広がる平野が 6割ほど占めて

いる。町の中央部を南北に流れる下条川は丘陵奥地から富山湾へ流れ込んでいる。

この射水丘陵の地質は、新生代第三期の泥岩・砂岩層によって構成される青井谷泥岩層からなり、上部に呉羽

山礫層が点在している。射水丘陵は下条川とその小支流が細かく谷を刻む樹枝状の地形となり、起伏に富んだ小

丘陵が広がっている。この丘陵裾部から開ける射水平野は、下条川や和田川、鍛冶川に浸食された丘陵の砂・粘土・

礫が堆積 し形成されたとされている[北林 1956]。

丘陵部の遺跡は、旧石器時代では高山遺跡をはじめとする20箇所余 りが、縄文時代早期の権土 。南太閤山Ⅱ遺

跡から晩期の北野遺跡など約70箇所が確認されている[久々 1997]。 これらの遺跡は、いずれも平野に面した丘

陵端部や谷筋に見られる。弥生・古墳時代の遺跡には、丘陵上に位置する上野遺跡や中山南遺跡などと下条川沿

いの平野部に立地する伊勢領遺跡・HS-04遺 跡など78箇所で見つかっている。小杉町域で約207箇所と最も多い

古代遺跡は、丘陵地に見られる小杉丸山遺跡をはじめとする須恵器や鉄の生産遺跡と平野に多 く立地する黒河尺

目などの集落遺跡に別けられる。中世以降では、在地領主の居館跡と見られる遺構を検出した針原東遺跡や白石

遺跡などが平野部で近年確認されてきている。

塚越貝坪・畑総No15遺跡は丘陵端部の台地上に立地し、西側に隣接する黒河尺目遺跡では、縄文時代から中世

と多岐にわたる遺物が出土しており、とくに古代の掘立柱建物群を有する大規模な集落跡が確認されている。

No 遺 跡 名

l 塚 越 貝 坪

2 畑総No。 15

3 局 山

4 椎 土

5 南太閤山Ⅱ

6 野

7 上 野

8 中 山 南

9 小杉伊勢領

HS-04

11 小 杉 丸 山

黒 河 尺 目

針 原 東

14 白 石

第 1図 地形と周辺の遺跡 (1/501000)
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Ⅱ 調査に至る経緯

射水丘陵東部から呉羽丘陵西麓にかけての一帯は、緩斜面を有する起伏に富んだ地形 と黒色土・黄色火山灰層

が発達 した土壌のため、県内でも有数の畑作地帝 として利用されている。昭和57年富山県が事業主体 となり、こ

の地域一帯で圃場整備を目的とした県営畑地帯総合土地改良事業が示された。

翌年、この計画を受けて富山県埋蔵文化財センターが中心 となり、計画地内の遺跡分布調査を実施 し、周知の

遺跡を含め約140箇所の埋蔵文化財包蔵地が確認され、この調査結果をもとに当該市町・県文化課・埋文センター、

県農地林務部耕地課・県山田川ダムエ事事務所、地元呉羽射水山ろく用水土地改良区が遺跡の取 り扱いについて

協議を行ない、昭和58年から発掘調査が行なわれている [酒井 1986]。

小杉町での発掘調査は昭和59年 の草山B遺跡から開始され、昭和63年 に実施 した塚越大沢 H遺跡の調査まで継

続 して行なわれている。その後、社会環境や農業を取 り巻 く環境の変化等により、約 8年間事業の進展が見られ

なかった。

平成 9年 2月 、県山田川水系ダム建設事務所・呉羽射水山ろく用水土地改良区から、小杉町塚越地区の農道・

用排水路・パイプライン敷設などの農業環境整備を含めた新たな県営畑地帯総合整備事業計画が小杉町教育委員

会に示 された。以後各工事内容 と遺跡の取 り扱いの協議を行ない、平成10年 6月 から幹線及び支線農道の試掘調

査や排水路工の工事立会などが始まった。

平成11年度は、地下遺構に影響が及ぶ支線 5。 8号農道にかかる塚越貝坪遺跡と支線 6号農道にかかる畑総No15

遺跡で本調査を実施 している。

年度 遺跡名 調査期間 調査の種類 発掘面積 時  代 遺 構 遺 物

軍 山 B
1984.7.2～ 711

(廷べ 6日 間)

l次試掘調査 約 241ド 旧石器・奈良・平安
ユニット1・炭焼窯5

製鉄炉or炭焼窯1・ 住居跡 1

石器 須恵器

革 山 B
1984.11.19-11.22

(廷べ 3日 間)

2次試掘調査 糸9  240nギ 旧石器・奈良・平安
炭焼窯3・ 土坑2 須恵器・土師器

草山B
1985.8.1～ 11.1

(廷べ 45日 間)

本調査 約 1,250ギ 旧石器・縄文・平安
ユニット2・ 炭焼窯2・焼壁土坑2 石器 縄文土器

須恵器・土師器・鉄津

北野,椎土
1986 5。 12- 5 27

(廷べ 9日 間)

試掘調査 1,140コイ
旧石器・縄文・古馨

奈良・平安

炭焼窯 ナイフ形石器・縄文土器

石器・土師器・須恵器・鉄津

北 野
1986 9.1-12.8

(廷べ 43日 間)

本調査 2,330nギ
暁壁土坑2・縄文時代の柱跡2土坑10

古墳時代の住居跡2.土坑ll溝1焼壁土坑[

石器 縄文土器 土師器

須恵器・フイゴの羽口 鉄津

椎土
1986.9.10^-11.27

(延べ 43日 間)

本調査 2,595nf 余良・平安
え焼窯8,製鉄炉2・鍛冶遺構 1 須恵器・土師器

フイゴの羽口・鉄津・珠洲

椎土
1987 5,7´ヤ7 28

(廷べ 55日 間)

本調査 1,300nf 旧石器・縄文・平安
炭焼窯14製鉄炉2土坑10 石器・縄文土器・土師器

須恵器・珠洲

塚越貝坪
1987.10.12-10.16

(廷べ 5日 間)

試掘調査 490nヤ
縄文・古墳 奈良

中世

土坑・溝 縄文土器・土師器・須恵器

珠洲 中世土師器

S6〔 塚越貝坪
1988,11,1-12.2

(延べ 3日 間)

試掘調査 86nf
縄文・古墳・余良

中世

」ヽ土坑 土坑4・ 溝2 縄文土器・土師器・須恵器

鉄津・中世陶器

S.6〔 塚越大沢Ⅱ
198810.31-12.2

(廷べ 11日 間)

試掘調査 280コイ 余良・平安
鉄 淳

H.ユ 畑総No.16
1998 6.23-6 24

(廷べ 2日 間)

試掘調査 101ポ

Hl
黒河新

三十三塚

1998.6.24

(廷べ  1日 間)

試掘調査 37ギ

Hl( 畑総No 15
1998.6 26

(廷べ 1日 間)

試掘調査 197nヤ

H.11 畑総No.17
1999.5。 13～ 1 14

(延べ 2日 間)

試掘調査 104ぽ

H ll 畑総No.15
1999.5.14ヽ -5,15

(延べ  2日 間)

試掘調査 24ЮF 奈良 平安・中世
毒土坑 須恵器 珠洲

表 1 県営畑地帯総合整備事業関連調査一覧
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Ⅲ 調査の概要

1.塚越貝坪遺跡 (北地区)

立地と層序 (第 2・ 3図)調査地は標高4.50～ 5.00mの 扇状に張り出した台地の先端に位置し、畑地や育樹地とし

て利用されている。周囲の一段低い水田との比高差は約0.60mほ どである。基本的な層序は、上部から I層黒色

の耕作土 (15～ 20cal)、 Ⅱ層黄灰褐色の漸移層 (5～ 10cln)、 Ⅲ層は粘性のある黄褐色の地山となる。

遺 構 (第 4図 )】ヒ地区は梨畑として利用していた箇所や育樹木の根まき痕や風倒木痕、稲架穴、地境に掘られ

た溝など、近年の攪乱による穴や溝が大半を占め、遺物が混入しているが遺構と認識できるものは少ない。

SK16(第 5図 図版 3)土 坑は昭和62年 の試掘調査 (塚越貝坪遺跡A地区)で確認されていた遺構である。調査

区西側のX2・ 3Y53・ 54区 に位置する。長軸1.盈 m、 短軸0.72m、 深さ0。28mの隅丸長方形状の土坑である。覆土

は木炭細片の混じる灰色上で、遺物が遺構検出面から中ほどの深さに土師器の奏・壼・高杯・鉢片が投棄された

状態で出土している。

SK81(第 5図)土 坑はSK16の北側に近接 したX3Y53区 に位置する。長軸0.60m、 短軸0.30m、 深さ0.28mの

楕円形の土坑である。覆土は黄褐色の地山ブロックと木炭が混在する黒色上である。遺物はSK16の混入と考えら

れる土師器の高杯が出土している。

SP32・ 82・ 85(第 5図)土 層を図示したが攪乱と考えられる。

遺 物 (第 6図)出 土遺物は古墳時代の土師器、古代の須恵器、近世以降の陶磁器がある。また、表採遺物に中

世の珠洲や近世以降の陶器がある。このうち土坑 (SK16)か ら一括して出土した土師器が遺構に伴う遺物である。

古墳時代の遺物 (第 6図 1～16)1～ 16は SK16か ら出上の古式土師器で、16は SK87か らの出土である。 1～

3は高杯で、 1は杯部下端に屈曲を意識した部分をとどめ、杯部が内湾せずひらくことから杯とした。 2は杯都

下部で強 く屈曲し外にひらく。 4～ 9・ 15は「く」の字口縁奏で8と 15は球形の体部をもつ。11は有子し鉢。12～

14は壼。16は 高杯脚部で外面にヘラミガキを施す。

遺物の帰属時期は当町HS-04遺跡の溝 (SD290)や婦中町南部 I遺跡の住居 (S101)の 土器に類似するものが見ら

れ、高畠式の4世紀前半頃と考えられる。

奈良時代の遺物 (第 6図 17・ 18)17・ 18は耕作上下の 2層から出土した須恵器である。17が扁平な摘みのつい

た杯蓋。16は 高台のついたタイプの杯 B。

中世の遺物 (第 6図 22)22は調査区で表採した珠洲である。奏の底部で底面に静止糸切 り痕を残す。

近世以降の遺物 (第 6図 19～ 21)19。 20は耕作土下の 2層からの出上で、21は表採遺物である。19は肥前系の

碗。20は青色の染付を施した碗。21は底面を除く内外面に鉄釉を施す小型壼。

まとめ

北地区で検出した明確な遺構は、古墳時代前期にあたるSK16の上坑である。この土坑一つから遺跡の性格をと

らえることは難 しいが、土器が一括して投棄されていることから近隣に同時期の集落跡の存在が窺える。しかし、

昭和62年から数次にわたり実施した試掘調査 (第 2図 )の結果を考慮すると、調査区を含めた丘陵端部の台地上に

立地するとしてもあまり規模の大きくない集落が点在することが想定される。今後の周辺での調査による資料の

増加を待って再検討したい。
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第 5図 塚越貝坪遺跡 (北地区)遺構図一SK16・ 81,SP32・ 32・
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2,塚 越 貝坪遺 跡 (南地 区 )

立地 と層序 (第 2・ 3図)調 査地は北地区から南へ約300mほ ど離れた標高7.50～ 8.50mに 位置 し、調査区西側を

流れる要川を挟んだ水田より約lm高い扇状に開けた台地の先端に立地する。現況は竹林である。基本的な層序は、

上部から I層黒褐色の耕作土 (15～ 40cm)、 Ⅱ層灰黄褐色の漸移層 (5～ 15cm)、 Ⅲ層は粘性のあるにぶい黄褐色の地

山で、北地区よりI層 の堆積が多い。

遺 構 (第 4図)南 地区で検出した遺構は、縄文時代の土坑 2基、小土坑 4基、古代の土坑 6基、溝 2条、掘立

柱建物の柱穴 と考えられるピットを多数検出した。また古代の掘立柱建物については、現地及び図面上でのピッ

トの位置関係から復元を試みたが、調査区内で建物を復元するには至らなかった。以下時代ごとに遺構の概略を

記載する。

縄文時代

SK02(第 8図 図版 6)土 坑はX3・ 4Y35。 36区 に位置する。長さ3.30m、 幅1.40m、 深さ0。30mの 長方形状で

東端で北側に曲が り調査区外へ続 く。覆土は災化物が混在する黒褐色土である。遺物は土坑底面付近から縄文土

器と黒耀石の剥離片、遺構検出面から須恵器と古代土師器の出土がある。

SK139(第 4図)土 坑はX4Y30・ 31区 に位置する。長軸0.54m、 短軸0,38m、 深さ0.20mの楕円形の土坑であ

る。覆土は黒色土で、縄文土器が出上 している。

SP13(第 4図)X2Y39区 に位置 し、長軸0.46m、 短軸0.40m、 深さ0.24mの 楕円形の小土坑である。黒褐色覆

土から縄文土器が出土 している。

SP15(第 4図)X3Y44区 に位置 し、長軸0.56m、 短軸0.40m、 深さ0.16mの 楕円形の小土坑である。下層覆土

の炭化物混 じり黒色土から縄文土器が出土 している。

SP41(第 4図)X l Y30区 に位置 し、長軸0.22m、 短軸0.16m、 深さ0.10mの 楕円形の上坑である。下層覆上の

黒褐色土から縄文土器が出土 している。

SP151(第 4図)X3Y26・ 27区 に位置 し、長軸0.44m、 短軸0.30m、 深さ0.36mの楕円形の土坑である。黒褐

色の覆土から縄文土器が出土 している。

古  代

SK01(第 7図 図版 5)土 坑はX2・ 3Y34・ 35区 に位置する。長軸2.70m、 短軸2.20m、 深さ0.40mの楕円形の

土坑である。黒色土の覆土からは須恵器の杯蓋・杯・大甕と土師器の甕や月ヽ型壼と使用痕のある石が出土している。

SK03(第 7図 図版 6)土 坑はX2・ 3Y25区に位置する。長軸1.64m、 短軸1.20m、 深さ0.44mの 楕円形の土坑

である。遺構検出面 と同レベルの黒色上の覆土からは、須恵器の杯蓋・杯 と土師器の甕とフイゴの羽日が出土 し

ている。また、底面付近の黒褐色土から須恵器の壼や土師器の菱・壼の出土が見られる。

SK04(第 8図 図版 6)土 坑はX3・ 4Y25,26区に位置する。長軸1.40m、 短軸1.00m、 深さ0.60mの 隅九長方

形の土坑である。黒色上の覆土上層からは縄文土器の深鉢、底面付近の下層から須恵器の杯蓋 と土師器奏の出土

がある。

SK210(第 8図 図版 7)土 坑はX2・ 3Y10。 11区 に位置する。長軸1.74m、 短軸1.40m、 深さ0.54mの 長方形の

土坑である。覆土は黒色土で須恵器の杯蓋が出土 している。

SK217(第 8図)土 坑はXl・ 2Y8・ 9区 に位置する。長軸1.78m、 短軸1.16m、 深さ0.18mの長方形の上坑であ

る。覆土は黒色土で須恵器の杯蓋が出土 している。

SK233(第 8図 図版 7)土 坑はXl～ 3Y3区に位置する。長軸2.50m、 短軸1.28m、 深さ0.38mの 隅九長方形

の土坑である。覆土は黒褐色土で須恵器の杯蓋・甕が出土 している。

SK246(第 8図 図版 7)土 坑はX4Y9・ 10区 に位置し、北側は調査区外へ広がる。長軸2.00m、 深さ0.35mの

長方形の土坑である。覆土は上層を庭木の根まき痕で攪乱を受けるが黒褐色土で、須恵器の甕と土師器の甕が出

土している。
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SD44(第 7図)溝 はX2Y34区 に位置し、南北方向に走 り南側が調査区外へ延びる。規模は幅0.70m、 深さ

0。42mである。覆土は黒色上で、縄文土器の深鉢と須恵器の杯が出土している。

SD214(第 7図 図版 6)溝 はXl～ 4Y9・ 10区に位置し、南北方向に走り両端が調査区外へ続く。規模は幅1.28m、

深さ0.40mで ある。覆土は黒色土で、須恵器の杯蓋・杯・甕と土師器の甕や鉄津が出土している。

遺 物 出土遺物は、縄文土器・石器、古代の須恵器・土師器 。フイゴの羽口・鉄津、近世以降の陶器がある。

縄文時代の遺物 (第 9図 1～ 7、 第11図 50～ 52・ 55・ 56・ 58・ 59・ 86～ 97、 第12図 98～ 109)

遺物は調査区の西側よりで散発的に少量が出土し、遺構に伴うものは少ない。 1～ 7は SK02、 50～ 52は SK139、

86～ 90'96。 971よ SP13・ 15。 41・ 43・ 151、 98～ 1091よ表土下の2層からの出土である。

1・ 2・ 58・ 86・ 87・ 96は深鉢の日縁上部で半我竹管で施文する。6・ 56・ 1041よ深鉢の底部に網代の圧痕が付 く。

7は黒耀石の剥離片、109は 丁寧に仕上げられた磨製石斧の刃先部分である。遺構の帰属時期は新崎様式の縄文時

代中期前葉と考えられる。

古代の遺物

SK03(第 9図 11～ 33)10～ 17・ 30・ 31は須恵器である。10・ ■が杯蓋、12～ 15が高台の付かないタイプの杯

A、 16・ 17は 高台付きの杯Bで、17は底面に回転ヘラ切 り痕を残す。301よ甕、31が壺で体部内面に同心円文の叩

き日、外面に平行線の叩き目が残る。18～ 291ま土師器で、18～ 231ま甕の回縁部、291よ体部下半部である。24～ 28

は壺で体部または底部である。32・ 331ま フイゴの羽口の製鉄炉体に挿入される先端部分で、砂鉄を溶解したとき

のガラス質状のスラッグが付着する。遺物の帰属時期は8世紀第 2四半期頃と考えられる。

SK01(第 10図 34～40)34～ 40は須恵器である。34～ 36が杯蓋。37～39は杯で、39の高台の付いた杯 Bは、日

径15.2cm、 器高6.4o4の 大型で、外面にヘラ記号を施す。401ま最大胴径79,3cmの大型の奏で体部内面に同心円文の

叩き日、外面に平行線の叩き目が残る。41～ 461ま 土師器で、41・ 47・ 481ま 壼。42～46は奏である。49は SKOlの 底

面から出土した石で、上面にわずかな凹みが見られ、加工を施す台に用いられたと考えられる。遺物の帰属時期

はSK03と 同じ時期である。

SK04(第 11図 60・ 61～ 65)601よ 須恵器の杯蓋。61～ 65は 土師器で、61が重、62～ 65が奏である。

SK210(第 11図 66)66は 須恵器の杯蓋。

SK217(第 11図 69'70)69・ 701よ 須恵器で、69が杯蓋、70が奏の胴部。

SK233(第 11図 53・ 54)53・ 54は土師器の奏である。53は体部外面をヘラケズリ調整する。

SK246(第 11図 67・ 68)67は 土師器の甕の体部。70は須恵器の奏の体部片。

SD214(第 11図 71～ 85)71～ 79・ 84は須恵器である。71～ 73は杯蓋、74～ 79は杯、84は甕。80～83は土師器で

ある。85は鉄津が付着した製鉄炉の炉壁である。遺物の帰属時期はSK03・ 01よ り新しい 8世紀後半頃である。

SP(第 11図 91～95)91は SP245か ら出土の上師器で、甕の口縁部。92～ 951よ 須恵器で、92がSP142、 93は SP

09、 94がSP237か ら出土の杯である。941ま 高台の付いた底径8.9cmと ゃゃ大型の杯である。95は大奏の口縁部で、

上部に波状文を施す。

遺構外 (第 12図 110～ 120)110～ 1171ま 須恵器で、111が杯蓋、110。 112～ 1141よ杯。m51よ壼の日縁部。m6・

117が奏である。118～ 1201ま土師器の奏の口縁部である。

近世以降の遺物 (第 12図 121)121は Xl～ 4Y28。 29区の南北に走る素掘 りの排水路から出土した火消壼であ

る。

まとめ

今回調査を行なった塚越貝坪遺跡南地区は、縄文時代中期前葉、奈良時代の複合遺跡である。縄文時代の遺構

は土坑や小土坑が確認されており、近隣に住居跡などの存在が想定される。奈良時代については、多量の上器が

破棄された土坑や掘立柱建物の柱穴が確認されており、調査区を含めたこの台地上一帯に規模の大きな集落が存

在すると考えられる。また、土器のほかに出土している鉄津やフイゴの羽口から製鉄に関連した工人集落の可能

性が高い。
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①黒色土(N2/0)      しまり弱粘性あり、須恵器混在
②にぶい黄褐色土(10YR4/3)し まり弱粘性あり、地山上に①層混在
③黒色土(25Y2/k)     しまり弱粘性あり、地山土混在

しまり弱粘性弱
地山土多く混在
しまり強粘性やや強
C層土わずかに混在
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③にぶい黄褐色土(10YR5/3)し まり強粘性弱、地山上に近い

地山土プロック 焼壁プロック 木炭片やや混在

しまり弱粘性やや強、土器細片 炭化物混 じる

①層土極小ブロックわずかに混在
しまりやや強粘性やや強、①層上わずかに混在
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第 7図 塚越貝坪遺跡 (南地区)遺構図―SK01・ 03。 49,SD44-
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①黒色土(10YR1 7/1)しまりあり粘性やや弱

⑤
卜o

①黒褐色土(10YR2/3)   しまりあり粘性やや弱
②暗オリーブ褐色土(25Y3/3)し まりあり粘性やや弱

⑫
一

①黒褐色土(10YR3/2) しまりやや強粘性弱
地山土極小ブロック 炭化物 縄文土器混在

②黒褐色土(10YR2/2) しまり弱粘性弱、地山土ブロックごくわずかに混在
③黒褐色土(10YR3/2) しまりやや強粘性弱、地山土極小プロックわずかに混在
①灰黄褐色土(10YR4/2)し まり強粘性やや強、炭化物 地山土小プロック混在

②黄灰色上(25Y4/1)
①層土と地山土から成る
しまりあり粘性やや弱
地山土に①層土混在

0

第 8図 塚越貝坪遺跡 (南地区)遺構図一SK02・ 04・ 10・

地山土混在(庭木による攪舌D
②オリープ黒色土(75Y2/2)し まりあり粘性やや弱、地山土混在
③黒褐色土(10YR2/2)  しまりあり粘性やや弱、地山土多く混在
①黒色土(10YR1 7/1)  しまりあり粘性やや弱、地山土わずかに混在
⑤黒色土(25Y2/1)   しまりあり粘性やや弱、地山土多く混在

①黒褐色土(25Y3/1)し まり強粘性弱
地山土極小プロックごくわずかに混在

②黒褐色土(10YR3/1)し まり強粘性やや強、①層土混在
③黒褐色土 (10YR3/2)し まりやや強粘性弱、地山土小プロック混在
①黒褐色土 (10YR3/1)し まりやや強粘性弱

地山土極小ブロックわずかに混在
⑤黒色土 (10YR2/1) しまり強粘性弱

地山土極小ブロック 木炭細片混在

しまりあり粘性やや弱

地山上にわずかにC層土混在

桑 推土i孟 i

⌒

"

②灰オリーブ色±05Y42せます省T尾性盈万
様に混在(φ l～Ю耐

①黒色土(10YR2/1)    しまりあり粘性やや弱
焼土小ブロックごくわずかに混在

②暗オリープ褐色土(25Y3/3)し まりあり粘性やや弱
地山土にわずかに①層土混在

8.00m

①黒色土(10YR2/1)し まりやや強粘性弱、土師器片わずかに混在

0                                  2m

(SK04のスケール)

210・ 217・ 233・ 246. SD214-
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第12図 塚越貝坪遺跡 (南地区)遺物実測図一遺構外の遺物―

3.畑総Nα15遺跡

立地と層序 (第 2・ 第13図 )調 査地は標高6.50m前 後の扇状 につき出す台地の端部に立地 し、梨畑及び畑地とし

て利用されている。調査区東側の一段低 くなった水田との比高差は0。 70mほ どあ り、塚越貝坪遺跡北地区からは

南東約300mほ ど離れた位置である。基本的な層序は、上部から I層黒褐色の耕作土 (30～ 60cln)、 コ層灰黄褐色の

漸移層 (0～ 10cm)、 Ⅲ層は粘性のある暗灰黄色の地山となる。

遺 構 (第 13図 )畑 総No15遺跡で検出した遺構は、古墳時代の土坑 2基、飛ッ烏時代の上坑 2基、古代の炭焼窯 1

基 。土坑 1基、中世の溝 1条である。

古墳時代

SK05(第 13図)土 坑はX13Y18区に位置する。規模は長軸0.82m、 短軸0,64m、 深さ0,28mの楕円形の土坑で

-16-
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ある。覆土は黒色上で、土師器の重が出土する。

SX44(第 13・ 16図)土坑はX9～ 1l Y 8。 9区に位置する。遺構配置図に示した破線から南側は、昭和初期頃の

家屋取 り壊 し時に屋根瓦を埋めた土坑跡で、遺構は発掘区北壁寄 りの一部で確認され、調査区外に広がる楕円形

の土坑と考えられる(第 16図 )。 遺構に伴う遺物は古式土師器の甕である。

飛鳥時代

SK02(第 15図 図版 9)土 坑はX ll Y 17区 に位置する。北側半分はSD01の 溝に切られ遺存 しない。規模は長軸

1。 12m、 深さ0。28mの楕円形と考えられる。覆土は②～④層で③④層中に灰が混じり、④層には茶褐色の焼土状の

ブロックが混在していた。遺物は須恵器の杯、土師器の杯・甕・重が出土する。

SK32(第 15図 図版 9)土 坑はX10。 1l Y ll・ 12区 に位置する。規模は長軸1.14m、 短軸0.60m、 深さ0,20mの

長方形状の土坑である。覆土は黒色土で、底面付近にはSK02に 似る茶褐色の焼土状のブロックが混在 している。

遺物は須恵器の杯蓋、土師器の菱、甑または鉢の把手が出土している。

古  代

SK52(第 15図 図版11)土坑はX7・ 8Y4・ 5区に位置する。長さ2.60m、 幅2.00m、 深さ0。44mの楕円形の土坑

である。覆土は炭化物が混在する黒色及び黒褐色土である。遺物は①層の黒色土と②層の黒褐色土から古式上師

器の重と奏、底面付近から鉄津 1点が出土している。

SX53(第15図 図版11)土坑はX7・ 8Y5区 に位置する。長さ2.20m、 幅1.36m、 深さ0,62mの 不定形な土坑で

ある。覆土は黒色及び黒掲色土である。遺物は須恵器の甕・横瓶が出土している。

S63(第 16図 図版11)炭焼窯はX9。 10Y6区に位置し、奥壁と煙出しの一部が検出されている。窯体と前庭部

は調査区外の北側へ続 く。奥壁部分の床面幅は、煙出しが窯体主軸上にあり、側壁が左右姑称の位置にあると仮

定すると1.20～ 1.30mと なる。側壁は明確には遺存 していないが、南側壁の一部が床面から15cmほ ど立ち上がる。

壁面は焼土化していない。煙出しは底面の長軸0。45m、 短軸0,35mの 楕円形である。煙吸込み口の両端に拳大の補

強用礫を置 く。奥壁床面から廷びる排水溝は窪んだ部分を検出しているが、判然としなかった。遺物は煙出しか

ら鉄津と支脚が各 1′点出土している。

SD51(第 16図)溝 はX7・ 8Y4・ 5区 に位置する。規模は長さ6.60m、 幅0.40m、 深さ0.60mの 「 L」 字状に曲

がり、南端は調査区外へ続く。SD01と の切 り合い関係からSD51が古い溝となる。出土遺物はない。

中  世

SD01(第 16図)溝 はX5～ 13 Y l～ 20区 に位置する。規模は現長39.80m、 幅0.40m、 深さ0。40mで、東西にま

つすぐ延び、両端が調査区外に続 く。遺物は須恵器の高杯・横瓶、土師器の高杯・鍋または鉢の把手、珠洲の奏

がある。

遺 物 (第 17・ 18図)出 土遺物は、弥生土器、古墳時代の古式土師器、古代の須恵器・土師器・鉄淳・支脚、中

世の陶器、近世以降の陶器・磁器がある。以下時代・遺構ごとに説明する。

弥生時代の遺物 (第18図 30。 47・ 49・ 50。 58・ 59)

遺物は表土下の 2層から出上の弥生土器である。301ま 高杯、また471よ 器台の杯部でスタンプ文で加飾する。49・

50は高杯の杯部で58・ 59は 高杯の脚部。遺物の帰属時期は弥生時代後期後半頃と考えられる。

古墳時代の遺物 (第 17図 7～ 12・ 第18図 31・ 43～ 46)

遺物は 7～ 12がSK52か ら、31・ 43～ 461ま表土下の 2層から出土の古式土師器である。 7・ 9～ 12は 甕。 8が鉢

または高杯の日縁部である。31・ 43～45は「 く」の字口縁奏で、31がSX44の攪乱の影響を受けない箇所からの出

土である。遺物の帰属時期は北地区のS K16と ほぼ同時期の4世紀代と考えられる。

飛鳥時代の遺物

遺物はSK02、 SK32と SD01及びSX53への混入品と考えられる須恵器と土師器がある。

SK02(第 17図 1～5)1・ 3～ 5は土師器である。 1は内面黒色処理を行なった内黒土器の椀。 3・ 4は刻ヽ型

壺の口縁部。 5は中型壼である。 2は須恵器の杯で、底部をヘラ切 り後、櫛状工具で一方向の調整を施す。

-18-



SK32(第 17図 13～ 17)131よ須恵器の杯蓋で天丼頂部をヘラ切 り後、かるくナデを施す。14～ 17は土師器で、

14が↓巴手付 き鉢または甑、15～ 17が甕である。

SD01・ SX53(第 17図 19。 20・ 27～29)19・ 20・ 28・ 29は須恵器である。19は 高杯の杯部、20。 29が横瓶の胴

部、28が甕の日縁部である。271よ土師器甕の日縁部である。遺物の帰属時期は小杉流団No 7遺跡窯跡 と同時期の

7世紀初頭頃と考えられる。

古代の遺物～近世以降の遺物 (第 17・ 18図 )

25。 26は S63炭焼窯から出土 し、25が鉄津、26がカマ ドの支脚である。30・ 32～ 421よSX42の近代の瓦が投棄さ

れていた土坑から一緒に出土 している。32～34は珠洲の奏。38は 中世土師器の皿。371よ 肥前系の碗、391よ 瀬戸の

碗でその他は近世以降の陶磁器である。

51～62は 表土下の 2層 出土の遺物である。53・ 54は須恵器の横瓶で、53が口縁部である。56・ 571ま 鉄津。51・

60は土師質土器で、51が蓋、60が15世紀代の小皿である。

まとめ

今回調査を実施 した畑総No15遺跡は古墳時代から中世にかけての複合遺跡である。

古墳時代の土坑 (SK05。 SX44)か らは 4世紀代の遺物が出土 してお り、塚越貝坪遺跡北地区のSK16と ほぼ同時

期である。立地についても平野に接する台地の縁辺部 と共通する点が見 られ、平野に突き出たこの台地上 に集落

の中心が存在すると想定される。

飛鳥時代の遺構は食膳具などの土器が出土 した土坑 2基などがあ り、SK32の南側に1.8～ 2.Omの 間隔で一直線

上に並ぶ柱穴状土坑 (SP45'47～ 49)4基なども見つかつているが、発掘区内で住居跡などは確認できなかった。

古代の炭焼窯 (S-63)は 射水丘陵に多 く見られる製鉄遺構である。鉄の生産時に大量に必要とする木炭 を作る

ための窯で、これまでの調査例から 1基の箱形製鉄炉にたい しておよそ 3～ 4基の炭焼窯が必要とされている。

このため今回の調査区周辺に製鉄炉 と数基炭焼窯の存在が推察される。また、S-63の東側に位置する製練津の出

土 したSK52や SX531よ 、窯構築または補修時の採土穴などの用途 も考えられる。今後の周辺の調査資料の増加を

待って検討を加えたい。
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しまりやや強粘性弱
地山土極可ヽブロックごくわずかに混在
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第14図 畑総Nα15遺跡 遺構図一SD01-
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①黒色土(10YR2/1) しまりやや強粘性弱、地山土極小ブロックわずかに混在(SD01覆土)

②黒色土(10YR〃1) しまり弱粘性強
地山土小ブロック 土器細片ごくわずかに混在(SK02覆上)

①黒色土(N2/0)   しまりやや強粘性弱
地山土極小ブロック多量に混在(SK02覆 土 )

①黒色土(10YR2/1) しまり弱粘性弱
漆IIA状 のブロック 焼土状のブロック細片多く混在

①黒色土(10YR2/1)  しまり弱粘性やや強、地山土小ブロック 土器細片ごくわずかに混在
②黒褐色土(10YR3/1) しまりやや強粘性やや強、地山土小ブロックやや多く混在
◎黒色土(10YR2/1)  しまりやや強粘性やや強、地山土小ブロック多量に混在
④黒褐色土(10YR3/1) しまり強粘性弱、地山土小ブロック 炭化物全体にやや多く混在
⑥灰オリーブ色土(5Y4//1)し まり弱粘性なし、砂質上、SK52の底面全体に入る
⑥黒色土(10YR2/1)  しまりやや強粘性強、地山土わずかに混在、土器片 炭化物混じる
⑦黒褐色土(10YR3/1) しまり弱粘性やや強、地山土小ブロックごくわずかに混在
③黒褐色土(10YR3/1) しまり強粘性やや強、地山土ブロック 礫小破片多量にlft在

③暗灰黄色土(2.5Y5/2)し まり強粘性やや強、砂質土含む地山土

第15図 畑総Nα 15遺跡 遺構図―SK02・ 32・ 52,SX53-

しまりやや強粘性弱
わずかに地山土プロック混在
しまりやや強粘性やや強
①層土多く混左

①黒色土(10YR2/1) しまり弱粘性やや強
地山土イヽブロック 土器細片
ごくわずかに混在

②黒褐色土 (10YR3/1)し まりやや強粘性やや強
地山土小ブロックやや多く混在

①黒色土(10YR2/1)

②黒褐色土(25Y3/1)

声×庶ヘ

／

０
　
フ

①黒色土(10YR2/1)

A′

6 00m ②黒色土(10YR2/1)

③暗灰黄色土(2.5Y72)

しまりやや強粘性やや強
地山土小ブロックわずかに混在
電柱埋設時の埋土か
しまり弱粘性やや強
土器細片 ガヽ礫ごくわずかに混在
しまり弱粘性やや強
地山の粘質土と砂質土混じる
わずかに②層土混在

0                              2m

７

ヽ
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|∞ F孟土ω勁
②黒褐色土(10YR3/2)

A― A′

①黒褐色土(10YR3/1)

②黒褐色土(10YR3/2)

③黒褐色土(10YR3/1)

①黒褐色土(10YR3/1)

⑤暗灰黄色土(2.5Y5/2)

⑥黒IFJ色土(10YR3/1)

3只
騒強器胡の

しまりやや強粘性弱
地山土プロックごくわずかに混在

木炭細片混 じる

しまり弱粘性弱

砂質土 と地山土小プロック混在

しまり弱粘性弱

木炭細片
土器細片ごくわずかに混在

しまりやや強粘性弱

炭化物 地山土プロック混在

S63上部構造の崩落土か

しまりやや強粘性弱
黒色土 (Nl.5/0)の 焼土プロック

多量に混在

特に下層部に炭化物多 く混 じる

しまり弱粘性弱

焼土 炭化物ごくわずかに混在

しまり強粘性やや強、地山土

しまりやや強粘性弱

黄灰色土 (2.5Y4/1)プ ロ ック斑状

に混在
しまり強粘性弱
しまり強粘性なし、砂質地山土

木炭片混在

麗 Э

―
1甘

扉

＼

衰

基

第16図 畑総Nα15遺跡 遺構図一S63,SD51,SX44-

①黒褐色土(2.5Y3/1) しまり弱粘性あり
地山土 (褐灰色± 10YR5/1)混在

0                              2m

捧 、
一

_

6.50m
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表 2 塚越貝坪遺跡 (1ヒ地区)遺構一覧

挿  図 図  版 遺構番号 出 土 区 規模:長 規模:短 規模:深 出 土 遺 物 備  考

第4図 SP01 X3 Y59 0.32 0.24 0,16

第4図 SP02 X3 Y58 0.32

第 4図 SP03 X3 Y58 φO.22

第 4図 SP04 X3 Y58 018 攪乱

第4図 SP05 X3 Y57 ,0.24

第4図 SP06 X3 Y57 φO.18 0,12 攪舌L

第 4図 SP07 X3 Y57 0.22

第4図 SP08 X3 Y56

第4図 SP09 X3 Y56

第 4図 SP10 X3 Y55

第 4図 SPll X2 Y57 0.28 0.22 0.18

第4図 SD12 X2 Y56 (1.18) 0.20

第4図 SD13 X2～ 3  Y55 (3.60) 0.44 新

第 4図 SP14 X2   Y55 0.30

第4図 SP15 X3 Y54 0.38 0.26 0.14

第 5図 図版 3 SK16 X2～ 3 Y53～ 54 1.74 0,72 0.28 古式上師器 (奏 )

第4図 SP17 攪乱

第 4図 SP18 X2 Y51 0.12 攪乱

第 4図 SP19 X2 Y50 0.32 028

第 4図 SP20 X2 Y50 0,76 0.50

第 4図 SK21 攪 乱

第 4図 SP22

第 4図 SK23 攪乱

第 4図 SK24 X2～ 3 Y49～ 50 (3.90) (2.50) 0.42 風倒木痕

第 4図 SP25 攪乱

第 4図 SP26 X3 Y48 0.38 攪乱

第 4図 SP27 X3 Y48

第 4図 SK28 X2  Y48～49 (1.00) 攪舌L

第 4図 SD29 Xl～3  Y47～ 48 (3.90) 0.16 攪乱

第 4図 SP30 攪乱

第 4図 SK31 X2 Y49 1,08 0.24 0.04 攪乱

第 5図 SP32 X2 Y47 0.34 0.24 0.30

第4図 SD33 Xl～3  Y46～ 47 (3.84) 0.32

第4図 SK34 X3 Y46 0.28 0.44 攪乱

第 4図 SP35 攪乱

第4図 SP36 攪乱

第4図 SP37 攪乱

第4図 SP38 X3     Y45

第 4図 SK39 X2 Y46 0.36

第4図 SP40 攪乱

第4図 SK4ユ X2 Y45

第 4図 SP42 X2  Y44～ 45

第 4図 SP43 攪乱

第4図 SP44 攪乱

第4図 SP45 攪乱

第 4図 SP46 X3 Y44

第 4図 SK47 X2 Y44 0.26 0.22
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挿  図 図  版 遺構番号 出 土 区 規模:長 規模:短 規模 :深 出 土 遺 物 備   考

第 4図 SP48 攪 乱

第 4図 SP49 X2 Y44 消 失

第4図 SK50 Xl～2  Y44

第 4図 SK51 X2    Y43^-44 0.42 028

第 4図 SP52 攪乱

第4図 SP53 攪乱

第4図 SP54 Xl～2  Y41

第 4図 SP55 X2 Y42 0.30 攪乱風倒木痕

第4図 SX56 X2～3  Y41～ 42 (4.44) (3.64) 攪舌L風倒木痕

第4図 SP57 Xl～2  Y42 0.52 攪乱

第 4図 SP58 X2～3  Y40 0.12

第 4図 SP59 X2 Y40 024

第4図 SP60 X2 Y39 0.20 0.16 0.08

第 4図 SP61 X2  Y38～ 39 0.26 新

第 4図 SK62 X2    Y39 0,54 0.42 0.08 攪乱

第 4図 SK63 X2 Y38 0.招Э 攪乱

第 4図 SP64 X2 Y38 0.20

第 4図 SP65 X2 Y38 0,28

第 4図 SP66 X2   Y37 024 0.24

第 4図 SK67 X2    Y33^-34 (1.20) 風倒木痕

第 4図 SP68 X2 Y54

第 4図 SP69 X2 Y54 0.46 0.28 012

第 4図 SP70 X3 Y54 0.40 0.22

第4図 SP71 X2-3    Y55 0,30

第 4図 SP72 X2  Y55～ 56 024 0.22 0.10

第 4図 SP73 X2 Y55 0.26 0,08

第4図 SP74 X2 Y56 0.22

第4図 SP75 X2 Y56

第 4図 SP76

第4図 SP77 X3 Y52 0.30

第 4図 SP78 X2 Y46 0.34

第 4図 SP79 Xl～2  Y40 0.20

第 4図 SP80 Xl～2  Y40 0,26 0.22

第 5図 SK81 X3 Y53 0.28 土師器

第 5図 SP82 X3 Y52 0.32

第 4図 SP83 X3 Y51 022 0.08

第 4図 SP84 X2 Y51 020 0.08

第 5図 SP85 X3 Y47 038

第4図 SP86 X3  Y43～ 44 0.22

第 4図 SP87 X3 Y42 0.20 古式上師器

第 4図 SP88 X3 Y40 0.24 0.20

第 4図 SP89 X3 Y40

第4図 SP70(B) X3 Y54

表 3 塚越貝坪遺跡 (北地区)出 土遺物一覧

No 図 版 遺構番号 種  類 器  種 口 径 器 高 底 径 備 考

1 6 SK16 古式土師器 高杯 15.3

2 6 SK16 古式土師器 高杯
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No 図 版 遺構番号 種  類 器  種 口 径 器  高 底 径 備 考

3 6 SK16 古式上師器 高杯

4 6 SK16 古式上師器 甕 (16.8

5 6 SK16 古式上師器 甕

6 6 SK16 古式上師器 養

7 6 SK16 古式上師器 甕 (22.6

8 6 SK16 古式上師器 甕

9 6 SK16 古式上師器 養 (28.0)

6 SK16 古式上師器 空

6 SK16 古式上師器 有孔鉢 152

6 SK16 古式上師器 望

6 SK16 古式上師器 一霊

6 SK16 古式上師器 壼

6 SK16 古式上師器 奏 17.3

6 SK87 古式上師器 高杯 (12.4)

須恵器 杯 蓋 つまみ径2.2cn

X3Y36 須恵器 杯

X2Y35 近世陶器 碗

X2Y18 近世磁器 碗

表採 近世陶器 壼

表採 珠 州 奏

表 4 塚避貝坪遺跡 (南地区)遺 構一覧

挿  図 図  版 遺構番号 出 土 区 規模:長 規模:短 規模 :深 出 土 遺 物 備  考

第 7図 図版 5 SK01 X2～ 3  Y34～ 35 (2.70) 縄文土器土師器(養、壷、鍋)須恵器(杯、杯蓋、大奏)

第 8図 図版 6 SK02 X3～4 Y35～36 3.20 0.30 縄文土器・土師器 (重 )・ 須恵器 (横瓶)

第 7図 図版 6 SK03 X2～3  Y25 044 土師器(奏 )・ 須恵器(杯、杯蓋、奏)・フイゴの羽日

第8図 図版 6 SK04 X3～4  Y25～ 26 (1.40) 縄文土器・土師器 (甕 )・ 須恵器 (杯蓋)

第 4図 SP05 X2 Y45 0,32 0.16

第4図 SP06 X2～3  Y44

第4図 図版 7 SP07 Xl Y46 0.32 須恵器 (杯 )

第 4図 SP08 X3 Y40

第4図 SP09 X2 Y39 φO.30

第 8図 SK10 X3    Y45-46 1.50 0.36

第 4図 SPll X3 Y46 0.28 0.22

第 4図 SK12 X2 Y40 0.52 0.20

第 4図 SP13 X2 Y39 0ユ6 0,40 0,24 縄文土器

第 4図 SP14 X3  Y43～ 44 φO.30

第 4図 SP15 X3 Y44 縄文上器

第 4図 SX16 X2～3   Y44～ 45 1.44 086 0.24

第 4図 SX17 X2    Y44～ 45 1.76

第 4図 SP18 X3 Y38 0.34 024 0.12

第 4図 SP19 X3～ 4  Y40

第4図 SK20 X2 Y38 0.62 0.28 0.16

第4図 SP21 X3 Y33 0.38 0.36

第4図 図版 7 SP22 X3 Y38

第 4図 SP23 X4 Y39

第 4図 SP24 X4 Y39 0.32 0.26 0,18

第4図 SP25 X4 Y32 0.28 0.26 020
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挿  図 図  版 遺構番号 出 土 区 規模:長 規模 :短 規模:深 出 土 遺 物 備  考

第4図 SP26 X3～4 Y32～ 33 0.36 0.32 0.34

第4図 SP27 X2 Y34

第 4図 SP28 X4 Y38 048 0.26

第 4図 SP29 X4 Y38

第 4図 SP30 X4 Y37 0.26 0.16

第 4図 SP31 X4 Y37 0.32

第 4図 SP32 X4    Y37 0.22

第 4図 SP33 X4 Y37 0.38 0.24

第 4図 SX34 X2 Y37 (0.74) (0.70) 0.28

第 4図 SX35 X2 Y39 0,72

第 4図 SP36

第4図 SP37

第4図 SP38 X3   Y33 0.16

第4図 SX39 X2  Y31～ 32

第4図 SP40 X3  Y31～ 32 044 0.32 026

第 4図 SP41 Xl Y30 0.22 縄文土器

第 4図 SX42 X2  Y32～ 33

第 4図 SX43 Xl～ 2  Y46～ 48 (3.50) (1.70) 0.54 縄文土器

第 7図 SD44 X2 Y34 042 縄文土器 須恵器 (杯 )

第 4図 SX45 X3 Y31 0,90

第4図 SX46 X3 Y30

第4図 SP47 X3   Y34 0.54 0.48 0.12

第 4図 SP48 X4 Y35 0.30

第 7図 図版 5 SK49 X2～ 3  Y34 0.72

第 4図 SX50 X3   Y33～ 34 0.98 0.20

第 4図 SP5ユ X3     Y47 0.46 0.38 0.24

第 4図 SX52 X2  Y37～ 38

第4図 SX53 X2 Y40

第4図 SP54 X2～ 3 Y31～ 32 0.40 0.38 024

第 4図 SX55 X2 Y31

第 4図 SP56 X2 Y31 0.42

第4図 SP57 Xl Y31 0.36 0.28

第4図 SP58 Xl～ 2  Y30 0.26 0.24 0,18

第 4図 SP59 X2～ 3  Y30 0,78 0.60 0,30

第 4図 SP60 X2 Y29

第 4図 SK61 X3 Y30 0.52 0.20

第 4図 SP62 X2 Y30 0.30 0.塾

第4図 SP63 X2 Y48 φO.14 0.02

第 4図 SX64 X2    Y32 0.84 0.20

第4図 SP65 X2     Y48 0.22 0.30

第4図 SP66 X3 Y47

第4図 SP67 X2 Y47 0.26 0.12

第4図 SP68 X4 Y47 (0.16)

第4図 SP69 0(4    Y46～ 47 0.22

第 4図 SP70 X4 Y46

第 4図 SP71 X4 Y46 0.22

第4図 SP72 X4     Y45 0.04

第4図 SP73 X4 Y45 (0.12)
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挿 図 図 版 遺構香号 出  土  区 規模:長 規模:短 規模 :深 出 土 遺 物 備  考

第4図 SP74 X4 Y45 0.28

第 4図 SX75 X4 Y45 0.12

第4図 SP76 X4 Y44 0.24 0.58

第4図 SP77 X4    Y43

第 4図 SP78 X3～4  Y43

第 4図 SP79 X3 Y47 0.20 0.18

第 4図 SK80 X3    Y46^ヤ 47 0,34

第 4図 SX81 X2 Y45 0。76 0.58

第 4図 SP82 X3     Y45 0.20 0。 10

第 4図 SP83 X3     Y45 0.32

第 4図 SP84 X3 Y44 020

第 4図 SX85 X2～ 3  Y43 128 074

第 4図 SP86 X2 Y42 0.22 0.20 0.06

第 4図 SP87 X2 Y42 0.24 0.22

第 4図 SP88 X2    Y41～ 42

第 4図 SP89 X2 Y42 0.22 0.18

第 4図 SP90 X3 Y4ユ 0.22 0.08

第 4図 SP91 X2～3  Y4ユ

第4図 SP92 X2 Y41 028 0.26

第 4図 SP93 X3 Y41 0.22

第4図 SP94 X4 Y42 0.18

第 4図 SK95 X4    Y42

第 4図 SX96 X4 Y39 0.52 0.24

第 4図 SP97 X3 Y39 0.20

第4図 SX98 X3 Y39 0.70

第 4図 Sづ(99 X4 Y39 0.22

第 4図 SP100 X3    Y40 024

第 4図 SP101 X2～ 3  Y39～ 40 0.32

第 4図 SP102 X3    Y40 0.32

第 4図 SP103 X4 Y38 0.28 0.26 0.28

第4図 SP104 X4 Y37 0.26 024

第4図 SP105 X4 Y37 0.22 0.20

第 4図 SP106 X3 Y37 0.22

第4図 SP107 X4 Y37 026 022

第 4図 SP108 X4 Y38 022

第 4図 SP109

第 4図 SPl10 X2ヽ 3́    Y37 022 0.18 0.12

第 4図 SXllユ X3 Y37 0.18

第 4図 SXl12 X3 Y37 0.06

第 4図 SXl13 X2 Y37

第 4図 SXl14 X2-3    Y36 0.26

第4図 SPl15 X2  Y36～ 37

第4図 SPl16 X2 Y36

第 4図 SPl17 X2 Y36 012

第 4図 SXl18 X2～3  Y35-36 0,78 030

第 4図 SPl19 X3  Y35～ 36 0.28

第 4図 SP120 X4 Y36

第 4図 SP121 X3～ 4  Y33 0.32 010
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挿  図 図 版 遺構番号 出 土 区 規模 :長 規 模 :短 規模:深 出 土 遺 物 備   考

第 4図 SP122 X3  Y33～ 34

第 4図 SP123 X2 Y33 056 0.22

第 4図 SP124 X2  Y32～ 33 0.30 0.30 0.08

第 4図 SP125 X4 Y33

第 4図 SP126 X4 Y32 0.40 022

第 4図 SP127 X4 Y31

第 4図 SP128 X3 Y31 0.22

第 4図 SX129 X2～3   Y31 0.72

第 4図 SX130 X2 Y30 0.16

第 4図 SP131 X2 Y30 0.22

第 4図 SP132 X2 Y29 0.24

第 4図 SX133 X2 Y29 0.50 0.40

第 4図 SX134 X3 Y29 (1.00) 0.22

第 4図 SX135 X3 Y29 044 0.12

第 4図 SX136 X3～4    Y29 (078) 022

第 4図 SP137 X4 Y30 0.22

第 4図 SO(138 X4 Y30

第 4図 SP139 X4  Y30～ 31 0.M 縄文土器

第 4図 SP140 X4 Y31 0,34 0.50

第 4図 SP141 X4 Y31 0.20

第 4図 図版 7 SP142 X4 Y3ユ 0,38 須恵器 (杯 )

第 4図 SX143 X2 Y28 084

第 4図 SX144 Xl～2  Y28 0,76

第 4図 SP145 X2 Y28 0.30

第 4図 SX146 X3 Y28 0.弼

第 4図 SP147 Xl Y27 032 0.28 0.10

第 4図 SX148 X2 Y27 0.66

第 4図 SP149 X3 Y27 0.44

第 4図 SP150 X2 Y27 0.56 0.32

第 4図 SP151 _X3    Y26～ 27 0.44 030 0,36 縄文土器

第 4図 SP152 X3 Y27 038

第 4図 SK153 X3 Y26 054

第 4図 SP154 X2～3  Y26 046 0.34

第 4図 SP155 X3 Y26 030 0.24

第 4図 SK156 X2 Y26 0.84

第 4図 SD157 X3  Y22～ 26 8.26

第4図 SX158 X3～ 4  Y25 (1.00)

第4図 SP159 X3 Y24 0.30 0.24

第4図 SX160 X2 Y24 1.20 0.70

第4図 SP161 X2 Y24 0.24 0.22

第 4図 SP162 Xl Y25 0.44 0.34

第4図 SP163 Xl Y25 0.M (0.36) 028

第 4図 SP164 Xl Y24 0,08

第 4図 SP165 Xl Y24 須恵器 (大養)

第4図 SP166 X2 Y24 0.20

第4図 SX167 X2  Y23～ 24 066 0.36

第 4図 SX168 X3 Y24 0.64 0.尉

第 4図 SX169 X2 Y25 0.14
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挿 図 図  版 遺構番号 出 土 区 規模 :長 規模 :短 規模 :深 出 土 遺 物 備   考

第 4図 SP170

第 4図 SP171

第 4図 SK172 X3 Y22 ⑭.94)

第 4図 SPと 73 X3 Y21

第 4図 SP174 X3 Y21 0.20 0.18 020

第 4図 SP175 X3 Y21

第 4図 SP176 X3 Y20 0.22

第 4図 SP177 X3 Y20 0.34 0.06

第 4図 SP178 X3 Y19 0.28 0.20

第4図 SP179 X3 Y19

第 4図 SP180 X3 Y19 0.28 0.22

第4図 SP181 X2～ 3  Y19 (0.38) (0.26)

第 4図 SP182 X2～ 3   Y19 (0.36) (0.20)

第 4図 SP183 X3 Y18

第 4図 SP184 X2 Y18 0.22

第 4図 SP185 X2 Y17

第 4図 SP186 X2 Y17

第 4図 SP187 X3 Y17

第 4図 SP188 X3 Y17 036 0.32

第 4図 SK189 X3  Y16～ 17 0.26

第 4図 SP190 X3 Y16 0.22

第 4図 SP191 X3 Y16 0.32 0。26

第 4図 SP192 X3 Y15 0.32 0.22

第 4図 SP193 X3 Y15

第4図 SP194 X3 Y15 φO,30

第4図 SP195 X3 Y14 0.M 0.48

第4図 SP196 X3 Y14 0.50 0.30

第 4図 SP197 X3 Y13 0.26

第 4図 SP198 X3 Y13 030 0.28

第 4図 SP199 X3 Y13 0.22

第 4図 SP200 X3 Y13 φO.22

第 4図 SP201 X3 Y12

第 4図 SP202

第4図 SP203 X3 Y12 028 0.22

第4図 SP204 X2 Y13 φ022

第 4図 SP205 X2 Y12 (0.22) (0.20)

第4図 SP206 X2 Y12 (0.22)

第 4図 SP207 X2 Y12 0.32 0.22

第 4図 SP208 X3 Ylユ 0.22 0.22

第 4図 SK209 X3 Yll 0.82 0.38

第 8図 図版 7 SK210 X2～3  Y10～ 11 1.74 0,M 須恵器 (杯蓋)

第4図 SP211 X2 Yll φO.28

第 4図 SP212 X2 Y10

第4図 SP213

第 8図 図版 6 SD214 Xl～4  Y9～ 10 (5.80) 土師器奏・須恵器 (杯、杯蓋、奏)・ 鉄淳

第 4図 SP215 X2～3   Y8 0.36

第 4図 SK216 X2 Y8 0.78 0.62

第 8図 SK217 Xl～2  Y8～ 9 1.78 須恵器 (杯蓋、甕)
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挿  図 図  版 遺構番号 出 土 区 規模:長 規模:短 規模 :深 出 土 遺 物 備  考

第4図 SP218 Xl Y12 022

第 4図 SP219 X4 Y7 0.34 0.40

第 4図 SP220 X3 Y7

第 4図 SP22ユ X3 Y6 0.22

第 4図 SP222 X3 Y5 0,32 0.18

第4図 SP223 X4 Y4 0,28 0.20

第 4図 SP224 X3 Y4 034 0,22

第4図 SP225 X3 Y4 0.20

第4図 SP226

第4図 SP227 X4 Y4

第 4図 SP228 X2 Y5 0.36 0.24

第 4図 SP229 Xl～2   Y4 OX6 0.12

第 4図 SK230 X2 Y4 0.68 0.26

第 4図 SP231 X2 Y4 0.20 0.20

第 4図 SP232 X2 Y3

第 8図 図版 7 SK233 Xl～3   Y3 2.50 1.28 0.38 土師器 (奏 )

第4図 SP234 X3 Y2

第4図 SP235 X3 Y2 0.24 0.22

第 4図 SP236 X4 Y2 0.28 0.18

第 4図 SP237 X4～ 5   Y2 036 須恵器 (杯 )

第 4図 SP238 X4 Y3

第4図 SP239 X4 Y6 028

第4図 SP240 X4 Yl 0.32 0.30

第 4図 SK241 X2～3   Yl

第4図 SP242 X3 Y20

第 4図 SP243 X2 Y16 0.20

第4図 SP244 X4 Y5 022 0.08

第4図 SP245 X4～5   Y4 050 040 0.24 土師器 (甕 )

第 8図 SK246 X4  Y9～ 10 (2.00 (0.60) 0.84 土師器 (奏 )・ 須恵器 (奏 )

第 4図 SP247 X2 Y7 0.22 0,22

第 4図 SP248 Xl Y6 0。22 022

第 4図 SP249 Xユ Y6 0.26

第4図 SP250 Xl Y6 0.22

第4図 SP251 X2 Y5 0.24 0.16

第 4図 SP252 X2 Y5 0.44

第4図 SP253 X2 Y5 0,30 0.22

第4図 SP254 X2 Y5 0.24

第4図 SP255 Xl Y6 0.08

第 4図 SP256 Xl Y6 φO.22

第4図 SP257 X4 Y3 (oM)

第4図 SP258 X4 Yll 0.26 0.28

第4図 SP259 X4～ 5   Y12 0.26 0.20 0.12

第 4図 SP260 X4 Y12 0.22 0.20

第 4図 SP261 X4 Y12 0.24

第4図 SP262 X4 Y17 0.40 0.22 0.56

第 4図 SP263 X4 Y22 0.30 0.26

第 4図 SP264 X3 Y22 φO.24

第 4図 図版 7 SK265 Xl  Y15～ 16 (1,14) (044) 0.90
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挿 図 図 版 遺構番号 出 土 区 規模 :長 規模 :短 規模 :深 出 土 遺 物 備  考

第 4図 SP143 X4 Y31

第 4図 SP157 X3 Y26 0,32 0.26 0.22

第4図 SP169 X4 Y35 0.38 0.22

表 5 塚避貝坪遺跡 (南地区)出 土遺物一覧

図 版 遺構番号 種  類 器  種 口 径 器 高 底 径 備 考

l 9 SK02 縄文土器

9 SK02 縄文土器 深外

9 SK02 縄文土器

9 SK02 縄文土器 深 鉢

9 SK02 縄文土器 深鉢

9 SK02 縄文土器 深鉢

7 9 SK02 石 器 黒輝石剥片

9 SK02 須恵器 横 瓶 122

9 SK02 土師器 壷

9 SK03 須恵器 杯蓋

9 SK03 須恵器 杯蓋 ※つまみ径

SK03 須恵器 杯

9 SK03 須恵器 杯 12.8

9 SK03 須恵器 杯 (― )

9 SK03 須恵器 杯 ( )

9 SK03 須恵器 杯

17 9 SK03 須恵器 杯

SK03 土師器 奏

SK03 土師器 甕

SK03 土師器 甕 22.4

SK03 土師器 甕 23.0

SK03 土師器 甕

SK03 土師器 奏

SK03 土師器 gg 156

SK03 土師器 壷

SK03 上師器 壷

SK03 土師器 壷

SK03 土師器 重

SK03 土師器 甕

SK03 須恵器 甕

SK03 須恵器 室

SK03 土製器 フイゴの羽回 残存部最大径

SK03 土製器 フイゴの羽口 残存部最大径

SK01 須恵器 杯蓋 ※3.40 ※つまみ径

SK01 須恵器 杯蓋 (15.9)

SK01 須恵器 杯蓋 (17.つ

SK01 須恵器 杯

SK01 須恵器 杯

SK01 須恵器 杯 15.2

SK01 須恵器 甕 (43.8) 01.8) ※最大月同径  79.3

SK01 土師器 士宜 (18,7)

SK01 土師器 甕 (19,0)
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図  版 遺構番号 種  類 器  種 口  径 器  高 底  径 備 考

SKOユ 土師器 甕 (20.3)

SK01 土師器 甕 (21.2)

SK01 土師器 甕 (21.3)

SK01 土師器 甕

10 SK01 土師器 壷

SK01 土師器 士宣

SKOユ 石製品 不 明 ※19.3 155 ※底幅・高さ上面幅

11 SK139 縄文土器

11 SK139 縄文土器

11 SK139 縄文土器

11 SK233 土師器 甕

11 SK233 土 師 器 甕

11 SD44 縄文土器

11 SD44 縄文土器 深鉢

11 SD44 須恵器 杯 13.2

11 SK04 縄文土器

11 SK04 縄文土器 深 鉢

11 SK04 須恵器 杯蓋 (15.4)

11 SK04 土師器 一宣 (1■3)

SK04 土師器 甕 (14.6)

SK04 土師器 奏 (15.4)

SK04 土師器 奏 (18.4)

SK04 土師器 奏

SK210 須恵器 杯蓋 (14.0)

11 SK246 土師器 甕

ll SK246 須恵器 奏

ll SK217 須恵器 杯 蓋 (14.0)

ll SK217 須恵器 横瓶

ll SD214 須恵器 杯蓋 》(3.0 ※つまみ径

11 SD214 須恵器 杯 蓋

11 SD214 須恵器 杯 蓋

11 SD214 須恵器 杯 (128)

11 SD214 須恵器 杯

11 SD214 須恵器 杯

11 SD214 須恵器 杯

11 SD214 須恵器 杯

SD214 須恵器 杯

SD214 土師器 〓霊 (10.8)

SD214 土師器 (10.8)

SD214 土師器 甕 (21.0)

SD214 土師器 重or鉢 (26.4)

SD214 須恵器 甕

SD214 炉 壁 鉄津付着

SP15 縄文土器

SX43 縄文土器

SP41 縄文土器 深 鉢

SP4ユ 縄文土器 深鉢

SP13 縄文土器 深 鉢
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NQ 図  版 遺構香号 種  類 器  種 口 径 器 高 底 径 備 考

SP245 土師器 甕 (24.6)

SP142 須恵器 杯

SP09 須恵器 杯

SP237 須恵器 杯

SP165 須恵器 奏

SP151 縄文土器

SP151 縄文土器

X4Y32 縄文土器 浅鎌

X4Y35 縄文土器 浅鉢

100 X4Y43 縄文土器 深鉢

X4Y22 縄文土器 深鉢

X3Y35 縄文土器 深鉢

X2Y27 縄文土器

X4Y36 縄文上器 深鉢

X2Y42 縄文土器

X4Y2ユ 縄文土器 深 鉢

X3Y49 縄文土器

X3Y36 縄文土器 深鉢

排土 石 器 磨製石斧

排水溝 須恵器 杯

X4Y49 須恵器 杯蓋

X2Y20 須恵器 杯 6ユ

X2Y17 須恵器 杯

X2Y2 須恵器 杯

X4Y26 須恵器 鉢 244

X4Y18 須恵器 奏

X2Yl 須恵器 養

XlY33 土師器 養 (17.6)

XlY33 上師器 奏

X2Y13 土師器 奏 (23.2)

排水路 土師質土器 一宣 17.0
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表 6 畑総No.15遺跡 遺構一覧

挿 図 図  版 遺構香号 出 土 区 規模 :長 規模:短 規模:深 出 土 遺 物 備   考

第14図 図版10 SD01 X5～ 13  Yl～ 20 (3980) 土師器奏 把手 須恵器・横瓶・高杯 珠洲

第15図 図版 9 SK02 Xll Y17 1.12 (0.60) 0.28 土師器 (奏・杯 )・須恵器 (杯 )

第13図 SP03 Xll Y20 042

第13図 SP04 Xll Y± 9 0.44

第13図 SK05 X13 Y18 0.82 0.28 土師器 (甕 )

第13図 SK06 X13 Y17 0.22

第13図 SP07 Xll Y18

第13図 SP08 Xll Y18 0.50

第13図 SD09 X12～ 13 Y17～ 18 (156) 0.30 0.08

第13図 SP10 X13 Y17 052 0,32

第13図 SPll X13 Y17

第13図 SX12 X13  Y16～ 17 (0.88) (0.62)

第13図 SP13 X12 Y19 0.50

第13図 SK14 X13 Y16

第13図 SX15 X13 Y15 (0.84) (072)

第13図 図版10 SD16 X± 1～ 13 Y14～ 15 0.50 (524) 024

第13図 SX17 X12～ 13 Y12～ 13 (2.20) 158

第13図 SP18 X12 Y13

第13図 SP19 Xll Y13 φO.28

第13図 SP20 Xll Y12 012

第 13図 図版 10 SP21 Xll Y12 0,70

第13図 SP22 X12 Yll 0.32

第13図 SK23 Xll～ 12 Yll～ 12

第13図 SP24 X12 Yll φ030

第13図 SP25 Xll Yll 0.32

第13図 SP26 Xll Yll 0.20 0.28

第13図 SX27

第 13図 SP28 Xll Y9 0.30

第13図 SP29 Xll Y10 0.22

第13図 SP30 Xll Yll 0.38 0,32

第13図 SP31 Xll Yll 0.28 0.22

第 15図 図版10 SK32 X10～ 1l Yll～ 12 上師器 (養 )・須恵器 (杯蓋 )

第13図 SX33 X10～ 1l  Yll

第13図 図版10 SP34 X10 Yll 0.46 0.22

第13図 SP35 Xll Y12 φO.36

第13図 SK36 X10 Y12

第13図 SP37 X10  Y12～ 13 0.32 0.30 0.28

第13図 SP38 X10 Y12 殊洲 (棗 )

第13図 SP39 X10 Yll 0.劉 0.22

第13図 SP40 X10 Y10 0.24

第13図 SX41 X10 Y10 0.44 0.38 008

第13図 SP42 X12 Y15

第13図 SP43 Xll Y16

第16図 SX44 X9～ 1l  Y8～ 9 (4.20) (1.88) 土師器奏・高杯。かわらけ,珠洲養 現代瓦片 攪乱土坑

第13図 SP45 X10 Y13～ 14 0.32

第13図 SP46 X10 Y13 0.28 0.08

第13図 SP47 X10  Y12～ 13 0.32
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挿 図 図 版 遺構番号 出  土  区 規模:長 規模:短 規模 :深 出 土 遺 物 備  考

第13図 SP48 X10 Y12 0.28

第13図 SP49 X9 Y孔 1 0.30 0.26 0,18

第13図 SK50 X8～ 10  Y6～ 7

第16図 SD51 X7～8  Y5～ 6 (4.60)

第15図 図版 10 SK52 X7～8  Y4～ 5 0.44 土師器 (甕 )鉄津

第15図 図版 10 SX53 X7～8   Y5 220 1.36 0.62 須恵器 (甕・横瓶 )

第13図 SK54 X6～ 7  Y3～ 4 020

第13図 SK55 X5～6   Y4 1,72 (072) 026

第13図 SX56 X6 Y3 046 008

第13図 SP57 X6 Y3 0.26

第13図 SP58 X6 Y2 φO.24 0.08

第13図 SP59 X6 Y2 0,32

第13図 SP60

第13図 SX61 X6～7  Yl～ 2

第13図 SX62 X5～6  Yl～ 2

第16図 図版10 S-63 X9～10  Y6 086 0,94 支脚・鉄津

第13図 SK64 X9   Y5～ 6

第13図 SD17 X12～ 13  Y14 (1.46) (0.28)

表 7 畑総No.15遺跡 出上遺物一覧

No 図  版 遺構番号 種  類 器  種 口 径 器 高 底 径 備 考

1 SK02 土師器 椀 129 内面黒色処理

2 SK02 須恵器 杯

3 SK02 土師器 霊

4 SK02 土師器 重

SK02 土師器 璽

SP38 珠 少卜| 奏

7 SK52 土師器 甕

SK52 土師器 Mor高杯

SK52 土師器 甕

SK52 上師器 奏 183)

SK52 土師器 奏 193)

SK52 土師器 奏 ¢21)

SK32 須恵器 杯 蓋 (3,7)

SK32 土師器 把手付鉢

SK32 土師器 奏 (20.0)

SK32 土師器 甕

17 SK32 土 師器 甕 (― )

SD01 土師器 ? 高杯 ⑫l.の

SDOユ 須恵器 高杯

SD01 須恵器 横瓶

SD01 須恵器 盗

SDOユ 土師器 把手付鉢

欠番

17 SK05 弥生土器 一望

17 S63 鉄 淳 流出津

17 土製品 支脚 ※3.0 ※直径

17 SX53 土師器 甕
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No 図 版 遺構番号 種  類 器  種 口 径 器  高 底 径 備 考

SX53 須恵器 横瓶

SX53 須恵器 横瓶

SX44 弥生土器 高杯

SX44 土師器 奏 (29,0)

SX44 珠 洲 甕

SX44 珠洲 笙

SX44 珠州 甕

SX44 碗

SX44 碗 11,7

SX44 碗

SX44 中世土師器 皿

SX44 碗

SX44 碗

SX44 碗

SX44 碗 17.0

X13Y20 土師器 奏 (12.6)

X8Y4 土師器 甕 (13.5)

X8Y4 土師器 甕 (17.8)

X8Y4 土師器 甕

X8Y7 弥生土器 器台 (14.6)

X13Y15 土師器 重 ? (19.0)

X8Y3 弥生土器 高杯 (17.2)

X8Y3 弥生土器 高杯 (19.3)

X8Y4 土師質土器 蓋 (21.1)

X9Y7 須恵器 横瓶

X8Y4 須恵器 横瓶

X8Y4 須恵器 横瓶

X13Y20 珠州 甕

X9Y7 鉄津 流出洋 一部ガラス質化

X5Y2 鉄 津 流出津

X12Y14 弥生土器 高杯

X8Y4 弥生土器 高杯

X5Y14 土師質土器 皿

X8Y4 皿? (12.0

X9Y7 碗
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図版 2 塚越貝坪遺跡 (北地区 )

調査前近景 (西 か ら)

Xl～3Y33～ 60区 (西 から)

懸 ・ 韓 鍵 ‐

Xl～3Y5～ 33区 (西 から)



表層上の除去

図版 3 塚越貝坪遺跡 (北地区 )

発掘作業風景

SK16付近の発掘作業 SK16土器出土状況 (上層 )

SK16の土層

SK16土器出土状況 (下層 ) 埋戻 し後 (Xl～ 3Y33～ 60区 )



図版 4 塚越貝坪遺跡 (南地区 )

調査前近景 (西 から)

Xl～4Y25～ 48区 (西 から)



図版 5 塚越貝坪遺跡 (南地区)

発掘風景 (東 から)

Xl～4Yl～ 25区 (東 から)

SK01の上層

SK01の発掘作業

SK01土器出土状況

SK01完掘後



図版 6 塚越貝坪遺跡 (南地区)

SK02の上層 SK04

SK03遺構検出状況 SK03

SK03土器出土状況 (上層 ) SK03土器出土状況 (下層 )

SD214(F再 から) SD214の上層



図版 7 塚越貝坪遺跡 (南地区)

Xl～4Yl～ 25区発掘作業 (西 から)

SK210の土層

SP142の上層

SP07の上層 埋戻 し後 (西 から)



図版 8 畑総 Nα15遺跡

調査前近景 (西 から)

X7-13Y8～ 20区 (西 力心ら)



図版 9 畑総Nα15遺跡

X3～ 10Yl～ 10区 (西 から)

X7～ 13Y8～ 20区 遺構検出状況 (西 から) SK02土器出土状況

SK02土器出土状況
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発掘作業風景 (東 から) SD16の 土層

SD01 A― A子 の上層

=孝

オ:| ・ | !t韓趨b
SD01遺物出土状況

SP21

SK32の上層 SK32土器出土状況
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SP34遺物出土状況

S63A― Alの上層 S63B― BIの上層

S63遺物出土状況

X3～ 10Yl～ 10区 作業風景 (東 から) 埋戻 し後 (西 から)
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